
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

各学校における学力向上改善プランの作成◎

○ 「５年生までに受けた授業の最後に振り返る活動
をよく行っていたと思う」と回答した児童の割合
が、全道を上回っている。

学校質問紙

【湧別町の学力向上策】

「学級やグループでの話合いなどの活動で、自分
の考えを相手にしっかりと伝えることができている
と思う」と回答した学校の割合が、全国及び全道
を上回っている。

○

○ 教員が児童の能力を認める機会が多いこと
から、児童は意欲的に学習に取り組んでいる
ことが考えられる。

学級やグループで話合う場を設けた取組を
意図的に行ったことにより、「自分の考えを相
手にしっかり伝える」「分からないことがあっ
たら先生に尋ねる」など意欲的に学習に取り
組む姿勢が培われていると考えられる。

「授業の中で分からないことがあったら、どうする
ことが多いですか」の質問に「その場で先生に尋
ねる」「授業が終わってから尋ねる」と回答した児
童の割合が、全国及び全道を上回っている。

中高一貫教育の充実
発達障がい支援成果普及事業における発達障がいの児童生徒の理解と校内研修プログラム活用事例集を活用した取組の
充実

◎
◎

◎ 児童生徒の理解の程度に応じた習熟度別学習、少人数学習、ティーム・ティーチング、放課後や長期休業中における補充学
習

■湧別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：6、児童数：95名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

○

○

教　　　科

　【児童質問紙調査】 【学校質問紙調査】

【児童質問紙調査】

○

国語A・Ｂでは、「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」で、全国との差が大きい。

算数Ａでは、「数量関係」、Ｂでは、「数量関係」
で、全国との差が大きい。

「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」と回答した児童の割合が、全道を上回ってい
る。
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- 364 -



　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

児童生徒の理解の程度に応じた習熟度別学習、少人数学習、ティーム・ティーチング、放課後や長期休業中における補充学習
各学校における学力向上改善プランの作成◎

中高一貫教育の充実
発達障がい支援成果普及事業における発達障がいの児童生徒の理解と校内研修プログラム活用事例集を活用した取組の充
実

◎
◎
◎

家庭学習の課題の与え方について、職員で
共通理解を図り、家庭学習に取り組ませるこ
とで、家庭学習の習慣が身に付き、基礎的・
基本的な知識・技能の定着が図られたと考え
られる。

学校質問紙

【湧別町の学力向上策】

「家庭学習の課題の与え方について、教職員で共
通理解を図った」と回答した学校の割合が、全国
及び全道を上回っている。

■湧別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：3、生徒数：67名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙
「家で学校の宿題をしている」と回答した生徒の割
合が、全国及び全道を上回っている。

　【生徒質問紙調査】

国語Aでは、「書くこと」「読むこと」で、全国を上
回っている。

数学Aでは、「図形」「資料の活用」、Bでは、「関数」
で、全国を上回っている。

○

○

　【生徒質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

数学Ａ（数と式）

数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）

数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

湧別町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

67.2 

67.9 

68.1 

23.9 

22.9 

22.0 

9.0 

7.1 

7.4 

2.1 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

湧別町

全道

全国

家で、学校の宿題をしていますか

している どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

33.3 

40.0 

33.2 

66.7 

44.8 

48.9 

14.2 

17.2 

0.8 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

湧別町

全道

全国

家庭学習の課題の与え方について、教職員で共通理解を図りましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

34.3 44.9 47.0

46.3 33.9 33.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

湧別町 全道 全国

数学の勉強は大切だと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
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